


　前回はクロロマイセチン・ゾル(三共)1g/4ml,硫酸カナマイシン(明

治)1g/3.2ml 注射用蒸留水,ケフロジン(シオノギ)1g/4ml 注射用蒸留水,スルピ

リン(第一製薬)25%メチロン,フェノバール(藤永薬品)10%,レスタミン(コー

ワ)10mg/ml,イノリン(田辺)のそれぞれ 0.5ml を白色ウサギ(雄)の大腿外側に

1 回筋注し,投与後 3 日,7 日,28 日目における筋肉の局所障害につき報告した

が,今回は前回の成績で組織障害が最も少なかったイノリンと,組織障害が高度

であったクロラムフェニコール・ゾル,スルピリン 25%メチロンを,同じ方法で

用量を同一箇所に連続筋肉注射した際の組織障害の程度と,連続注射後の影響

につき観察を行った。


